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miki tonomura

▼ＰＲ歴 40年、3,500件以上の実績を持つPRの専門家
代表的な実績に「今年の漢字」「ひこにゃん」「うどん県」「佐世保バーガー」ＰＲ戦略

▼内閣府 地域活性化伝道師 財務省 近畿財務局 金融行政アドバイザリー
同志社大学大学院ビジネス研究科 MBAプログラム「地域ブランド戦略」教員

▼（株）TMオフィス創業30周年に、大阪府認定 職業開発促進校（一社）地方ＰＲ機構 設立

自己紹介

1989年「ケンゾー in 姫路」スタッフ記念写真

37年前の
殿村です



・前回、出された姫路観光の課題 から、解決策のご提案

・姫路市「活力」に繋がる、観光ブランドプランのご提案

姫路観光の課題と、今後のブランド戦略
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発表のポイント
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前回の懇話会より、姫路市の観光の将来像

姫路城を核に、文化・暮らし・地域経済を

まち全体で育てる持続可能な滞在型観光

姫路グルメ

他の名所

観光体験

滞在型観光

SNS発信コンセプト
ストーリー

周遊ルート開発 海外市場向けの
プロモーション

SNS 発信強化
地元食材や
工芸品の活用

デジタル
マーケティング

地域住民と共創

取り組むべきこと（観光PR視点で抜粋)
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ポジショニングマップで、姫路城の魅力を分析

歴史

文化

観光客視点

市民視点

名建築

歴史上の人物
(千姫・官兵衛)

美観

戦略的な構造
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名建築を巡る旅は、世界的なトレンド

大阪も名建築ツアーに注力



心理学 で、ヒットの可能性を分析

言語・情報
各種データ
視覚・聴覚

行動・意思
五感すべて

感情

最も効果的
知 × 情 「恥の文化」

日本人は大の苦手



第一印象は「視覚」で半分以上 が決まる

出展: ビジネススキル解説サイト

視覚×情がベスト



姫路城を名建築でリフレーミング

姫路城を起点に、名建築のテーマで観ると、姫路は名建築の宝庫 廃墟
ブーム

日本の木造建築美
書写山・圓教寺

手柄山平和公園「スリラー塔」

フォトジェニックな
周遊ができる！

赤レンガの美術館
姫路市美術館

周遊ルート開発

SNS 発信強化

ひめじスーパーアリーナ今秋オープン



すでに、インバウンドは「姫路の名建築」に注目？

トリップ
アドバイザー
専用ページ構築

広峯神社 姫路城 菱の門 山本家住宅 旧永井家住宅

姫路神社 圓教寺 開山堂 旧姫路高等学校 講堂 旧初井家住宅
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地域住民と共創

周遊ルート開発

SNS 発信強化

海外市場向けの
プロモーション
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「姫路まちなか建築めぐり」との違い

観光客の視点

・姫路城は絶対に外せない。
・有名な名所があれば、行きたい。

リフレーミング１

観光客は、有名な建築家より、有名な名所
有名な名所を交えることで、

「有名建築家の建物」も生きてきます。

リフレーミング２

観光名所とまち巡りを分離しない
「名建築」をテーマに双方を結びつけることで

まち巡りが観光ルートになります。
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案内は、スマートツーリズムを活用

スマートフォンを案内役に

・ホテルやレストラン予約機能も

【事例】
奈良市観光協会

スマコチ(スマホで古地図)

ならまちを古地図で表示
見えない物語を視覚化

デジタル
マーケティング
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地域経済へ波及させるために

「姫路観光ナビ」ひめのみち

姫路のお土産に、姫路城を連想する菓子は1つだけ
「世界文化遺産・姫路城」をリスペクトしすぎて、

「上品な文化」を追いすぎているのでは？

名建築の視点で、ビジュアルアートな土産づくりを
国内外の観光客は「わかりやすい土産」を求めています

地元食材や
工芸品の活用



ご清聴ありがとうございました。
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